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●開会　「点鐘」

●ロータリーソング  「国歌」「奉仕の理想」

●ゲストの紹介

　　　チェリスト　西川　彩乃　様

　　　ピアニスト　美越　希　様

●出席報告

●在籍表彰

　　会員年次表彰

　　　在籍29年　中川　將会員

　　　在籍11年　澁谷登志和会員

　　　在籍11年　長竹　浩会員

　　　在籍　2年　山本隆一会員

●お誕生日御祝い

山本昌市会員・宇野泰正会員・大槻恭介会員・

鼓呂雲健造会員・竹中浩人会員

●その他の報告

●会務報告　「会長の時間」「幹事報告」

●SAA報告　ニコニコ箱

●卓　　話

　　　「〜伝統の継承〜弦楽器の魅力」　

　　　チェリスト　西川　彩乃　様

　　　ピアニスト　美越　希　様

●閉会　「点鐘」

■卓話予告

2/13　　「自ら限界を作らない～日本代表10年で

学んだこと～」巽樹理様

2/20　　多々納様

2/27「eスポーツビジネス概要と将来性について」

　　　　株式会社カプコン常務執行役員

　　　　　eSports統括本部長　荒木重則様

　今月は職業奉仕月間です。田中毅ＰＧの著書「シェ

ルドンの森」は、読めば読むほど感銘受ける内容です。

ロータリーの奉仕には現在、２つの理念があります。１

つはOne profits most who serves best. そしてもう１つ

第2804回　例会　プログラム
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はService above self「超我の奉仕」です。

　後者は誰の発案による言葉か不明ですが、人道的

立場に立ったものと考えられます。田中ＰＧは著書の

中で、前者を語る人が今では少なくなり、シェルドンが

忘れられつつある、と指摘されています。また、職業を

通じて社会に奉仕するのが前提で、シェルドニズムの

もとで原点回帰に励むべきだ、とも主張されています。

　そこではロータリーの会員は「経営学の専門家集団」

とされていますが、「ロータリアンとして職業を通じて実

践してきたのがプロである」という意味と私は認識して

います。

　まず利益を生むのではない。まず奉仕して、その結

果として利益が生まれる。これがシェルドニズムの原点

だと思います。

　田中ＰＧは「前者の標語を全世界の経済人に浸透さ

せるべき」、また「後者は前者があって、初めて本領を

発揮するものだ」とも述べられています。

▼米山奨学会とロータリー財団より、寄付金の領収証

が届きましたので、お配りしています。税金の控除対

象になりますので、ご活用ください。

▼29日、ＩＭ第4組の会長幹事会に会長と私で出席し

ました。

▼2月2日、地区チーム研修セミナーが開催され、小

谷・相馬会員に参加いただきます。

▼プログラム委員会・田中　康正　委員長

　本日、日経新聞の記事コピーをお配りしており

ますが、カプコンの卓話を2月27日に実施します。

高井委員のご協力で実現しました。なかなかな

い機会ですので、多数のご出席をお願いいたし

ます。

「平和と紛争予防／紛争解決月間に因んで」

▼ロータリー財団委員会・飯田　寛光　委員長

　来月２月は「平和と紛争予防／紛争解決月間」で

す。私は地区にも出向しロータリー財団の勉強をさ

せていただいていますが、中でも

このグローバル奨学生の事業は、

素晴らしいものだと思います。

　本日卓話をしていただくバッティ

ー亜夢斗さんは、厳しい審査を

通過して見事、奨学生に選ばれ、

１年間留学して帰国されました。

　また本日の例会後には、フリートークの時間を設

け、そのあと夕食もご一緒する予定です。皆様ぜひ、

ご参加ください。

▼2017－18年度 ロータリー財団 グローバル奨

学生 バッティー亜夢斗 様

　本日はこのような機会

をいただき、ありがとうご

ざいます。私のロータリー

財団奨学生としての経験

や、今後などについてお

話しさせていただきたいと

思います。

　私は1994年生まれの24歳です。大阪大学を卒業

し、国連関連の外務省の部署で勤務しました。

　父がパキスタン人で、アフガン難民の親族もいま

す。また親戚にはポリオになった人もあります。

　紛争問題に関心を持ったきっかけは、大学時代

に初めて父の母国であるパキスタンを訪問したこと

です。そこで、タリバンの支配地域から来たという、

アフガン難民に会いました。反政府勢力を支持す

る人たちで、祖国を逃れ「大変でしたね」と思ったの

ですが、彼らから「現地は政府の支配地域より、ま

だ治安が良かった」と言われ、驚きました。

　また政府が国民に十分な支援を提供できなけれ

ば、人々は簡単に反政府勢力になびいてしまうこと

も知りました。

　私は、世界トップクラスの大学院でこの問題につ

いて学びたいと思い、この考えはロータリー財団の

方向性と一致していると感じたので、奨学生に応募

しました。

　おかげでロンドン大学政治経済学院へ留学させ

ていただくことができました。現地には世界中から、

そ の 他 の 報 告

卓　　　話

幹　事　報　告



いろんな人たちが集まっていました。私はそこで、

紛争に特化して学びました。

　留学先では、カウンセラーにとてもよくしていただ

きました。また、世界中のグローバル奨学生たちと

も交流できました。ロータリーの６つの重点分野に

ついてそれぞれ、いろいろと語り合えました。

　さらにお世話してくださった大阪西南RCの太田

様は、わざわざロンドンにまで来てくださって、とて

もうれしかったです。

　大学ではまず、「戦争の実態の不可視化」につい

て学びました。これまでの戦争は、国家対国家のも

のでしたが、これが冷戦後は、国家対非国家主体

という構図になっています。相手を「悪」として世論

の支持を得やすい特徴がありますが、多くの人がそ

の実態を認識しないまま戦争が行われている現実

があります。

　戦争では真実が隠され、戦争を正当化するプロ

パガンダが用いられます。世界中の人が平和を望

んでいるにもかかわらず、戦争が正当化されてしま

うのです。

　また軍拡競争も今後、激化していくことが予想さ

れますが、現在のような多極構造下での軍拡は、

戦争のリスクを押し上げるものです。

　次に、台頭するナショナリズムについてですが、

近年の例としてトランプ現象やイギリスのEU離脱な

どが挙げられます。しかし過度なナショナリズムは、

排他性を助長する危険があります。

　将来的には、真実が見える社会を実現していくこ

とが必要です。例えばイラク戦争は、大量破壊兵器

を理由に開始しましたが、国際機関の能力によっ

ては戦争を回避できた可能性があります。国際機

関は中立性を維持し、発信力を持つことが求めら

れます。

　「軍拡から軍縮へ」という流れを実現するには、な

かなか難しいものがあります。抵抗勢力が存在する

のも事実です。しかし軍事費は国家にとって大きな

コストであり、それを削減すれば福祉などを充実で

きるメリットがあります。

　それでも軍縮が進まないのは、相手への疑心暗

鬼が背景にあると考えられます。

　私の卒業後の進路ついてですが、オランダの

ハーグにある化学兵器禁止機関に2月から2年間

勤務します。常駐日本政府代表部で、禁止条約の

担当専門調査員として活動します。化学兵器禁止

機関（OPCW）は国連機関の１つで、193ヶ国が加

盟しています。

　化学兵器は核兵器などとは異なり唯一、廃絶が

進んでいる兵器です。しかし近年になって、シリア

で化学兵器が使用されました。査察やシステムに

疑念があれば改良し、他の兵器にも応用していくこ

とが大切だと思っています。

　シリアで化学兵器を使ったのは誰なのか。反体制

派なのか、それとも政府側なのか。使用者の特定

に向けた調査へ動き出していますが、それに反発

して脱退をにおわせる国もあります。

　圧力に屈せず、中立な調査を行い、真実を特定

することが非常に重要だと感じています。

　私は24歳でこのような機会に恵まれ、とても幸運

だと思います。同時に、現実を変えていくことの難

しさも実感しています。

　このようなチャンスを与えていただいたロータリー

クラブに感謝し、この志を決して忘れてはいけない

と思って頑張っています。

　財団奨学生になれたことで、ロータリーの皆さん

や他の奨学生たちに出会うことできました。本当に

素晴らしい、世界最高の奨学金制度だと思います。

ただ残念なことに、この制度のことを知らない人も

多いと思います。

　大阪西南ＲＣからロンドンの世話クラブへ、プレゼ

ントとして七福神の絵画をいただきました。いろんな

神様が共存しているという、素晴らしいものだと思い

ます。

　これからも頑張っていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

▼山本会長　本日の卓話バッティー君、よろしく

お願いします。

▼稲田副会長　居相会員お世話になりました。

ニ　コ　ニ　コ　箱



八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 相馬　康人　　副委員長 ▼ 山本　隆一
委 　員 ▼ 吉本　憲司　　津田　伸一

■ 出席報告

月日

1/16

1/23

1/30

会員数

62

62

62

出席

44

47

48

うち出席規定
適用免除者

12

15

12

メーク
アップ

1

出席率

83.02％

83.93％

90.57％

確定
出席率

84.91％

ありがとうございました。マスクしてますが、インフ

ルではございません。

▼柏木副会長　埼玉県で3日間、配水管の講習

会に行ってきました。例会欠席申し訳ありません

でした。

▼澁谷幹事　グローバル奨学生バッティー亜夢

斗様、卓話宜しく。

▼中川（廣）会員　良い事が有ります様に。

▼田中会員　中川廣次会員、貴重な情報ありが

とうございました。表彰式につながりました。例会

欠席お詫び。

▼濵岡会員　バッティー亜夢斗様本日の卓話楽

しみにしています。

▼長竹会員　野村さんお世話になりました。

▼宮川会員　竹中会員が4月7日に披露宴を開

宴致しますので、宜しくお願いします。

▼野村会員　2月からＳＡＡ委員会を再開します。

ご参加よろしくお願いします。バッジ忘れ。

▼児林会員　曽家様お世話になりました。

▼西村会員　例会欠席お詫び。

▼中西（広）会員　いつもニコニコありがとうござ

います。例会欠席お詫び。

▼相馬会員　ここしばらく、みなさまにお世話に

なりっぱなしです。心より感謝申し上げます。

▼福田会員　先日真冬の海で、サーフィンしまし

た。カゼひきそうです！

▼幡田会員　飯田会員ありがとうございます。い

つもニコニコありがとうございます。

▼藤田会員　いつもニコニコありがとうございま

す。体力落ちてきました。皆様も一緒にボクシン

グしましょう。

▼平尾会員　名札忘れ。

　　八尾ＲＣの
　　ホームページも
　　ご覧ください

今後の予定
月 火 水 木 金 土 日

理事会

地区チーム
研修セミナー

地区補助金
管理セミナー

月

平和と紛争予防／
紛争解決月間

月 火 水 木 金 土 日

理事会 IM第4組
ロータリーデー

PETS（会長エレクト
研修セミナー）

水と衛生月間

月
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